
 

特定非営利活動法人 子どもアミーゴ西東京 

 

 

2018 年度事業報告 
[期間 2018年 4月 1日～2019 年 3月 31日] 

 

2019 年度事業計画 
[期間 2019年 4月 1日～2020 年 3月 31日] 

 

定款の変更 

監事、評議員の選任 

2018 年度決算・2019 年度予算 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2018年度 年次報告書 



 

1 

 

■2018 年度 事業報告 

2018年度は第三期中期ビジョンの最終年として、引き続き子どもを中心としたまちづくりを目指して活

動しました。地域連携を積極的に進めるとともに、受託事業の適切な遂行に向けた課題解決に取り組

みました。 

 

◇子どもを中心とした支え合いの地域づくり、まちづくり事業  

1. だがしや楽校・いわき市児童クラブ交流事業 

 2018年 9月 9日（日）、向台公園（西東京市）で、「手つなぎで広がる、みんなの森」をテーマに

掲げ、だがしや楽校を開催しました。 

 外部の団体としては、市内で活動している NPO 法人「ハンディキャップサポートウーノの会」が運営する

「石窯パン工房ウーノ」さんと、柳沢で駄菓子屋を営む「ヤギサワベース」さんに出店していただきました。 

 今回は初めての試みとして、広場を取りかこむ形でアミーゴの全施設の出店を配置し、会場の一体感を

演出しました。また活動の様子を展示するパネルも配置することで、アミーゴの学童クラブ・児童センター等

の活動を一望することができ、いまやメインイベントともなっているベーゴマ大会の盛り上がりにも一役買った

と言えます。その反面で、飲食の出店の配置がトイレの近くになったことは、課題として挙げられました。 

 いわき市からは今回も、児童クラブを運営する「キッズスマイル FP いわき」の子どもたち、職員の皆さんが

出店参加してくださいました。手づくり品等の販売とともに、オープニング・イベントやベーゴマ大会、スタンプ

ラリーなどにも積極的に参加して、子どもたち同士、交流を深める場面が見られました。また、前年に共同

制作した大きなフラッグに布を付け足し、そこに手形ペイントを施すプログラムも行いました。 

 全体としては、地域の方々や協力いただいている会員の方々と交流を果たすことができ、またアミーゴの

活動の PR の場として開催できたと言えます。しかしながら、準備段階での会員・評議員への情報伝達が

不足し遅れてしまったこと、実行委員会の立ち上げから準備が駆け足になったことで、施設の日常業務に

負担がかかってしまったことは、改善すべき反省点として挙げられます。 

 また、これまで実績を重ねてきたことの利点を活かすべく、事業実施のためのマニュアルや資料等の作成

を行い、次の年度に向けて引き継ぎを行うことが喫緊の課題と言えます。 

 

2. 山で遊ぼう！2018自然塾 

今年で 9回目を迎える、「山で遊ぼう！2018 自然塾」(以下自然塾)を 8 月 3日(金)～5日(日)

の 3日間の日程で行いました。 

開催地は、昨年までお世話になっていた NPO 法人花咲き村の日の出町にある古民家「滝本」から、

参加人数の増加、施設等の諸般の事情により、山梨県甲州市塩山にある学校法人所有の「大久保

平グリーンロッジ」へ変更いたしました。 
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施設は西東京市から 100Km を超える遠距離ではありますが 基本設備は充実しており、標高も

1000m弱と日差しは強いものの、準避暑地として猛暑を忘れる程に快適でした。 

当日は、大学生スタッフの体調不良(微熱)による帰宅と児童間のトラブルもありましたが、大きな怪我

も無く、学童保育時も知る児童が、1 年毎に成長していく姿と当時と変わりない屈託のない笑顔が印象

的でした。 

参加人数は、児童 33名、高校・大学スタッフ 2 名、職員 10名、理事 4名の計 49名でした。 

2018 年度も非会員の数名の参加児童の保護者の方から、寄付をいただきました。このことは、事業

目的である「地域の学童クラブを巣立った児童が、地域で生活していく過程で、同じ学童経験者と広くつ

ながり合い親交を深める場とし、また、自然の元で自由に遊び、生活を自ら体験することで自主性、創造

性を育みます。」に共感いただけた小さな一歩ではあります。この事から、さらに、参加児童を通して、保

護者に当団体をご理解いただき、支援の一端となる会員となっていただくことで活動の基盤となるように 

会員メリットの構想も熟慮することが実行委員会での意見としてあがりました。 

また、実施課題としては、塩山駅から現地まで今回はバスをチャーターしましたが、バスの定員が概ね

45～55名、参加児童の増加が見込まれた場合、最大遂行人数の目途も立てておくべきと感じられまし

た。また、西東京からバスのチャーターとの意見もありましたが、なによりも、準備期間が総会後では短期

間すぎるため、2019年度の実施候補日8月2日(金)、3日(土)、4日(日)、「大久保平グリーンロッ

ジ」開催を第一候補として、事業計画(案)を作り、4 月新年度より速やかに準備を進めることを 2018

年度の最後の実行委員会では確認しました。 

しかしながら、2018年度開催に当たり、6月総会後からの準備実働と短期間 かつ、初めての場所と

いうこともあり、実務の合間に 3 回の現地確認、5 回の準備会議、3 回の説明会等、駆け抜けるような

準備であり、団体全体では、実施形態を見直すべきとの意見もあり、理事会において、2019 年度は

「実施を見送り」を前提に、職員と共に「検討委員会」を発足させ、検討をすることといたしました。 
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3. 高学年合宿 

西東京市での学童クラブ在籍４学年生時に行います。自然塾同様に、こどもたちで過ごす時間から

「協調性、自主性、創造性」の芽を育むきっかけとなり、卒所後も力強く過ごす自信になればと願って行っ

ている西東京市内では当団体独自の取り組みです。 

 2018年度の高学年合宿は、自然塾同様に今までお世話になったNPO法人花咲き村の日の出町に

ある古民家「滝本」から、以前から利用していた「芦ヶ久保キャンプ場」にて 

北原学童クラブ 10 月 7日(日)～8日(月) 

ひばりが丘第一学童クラブ 10 月 13日(土)～14日(日) 

向台学童クラブ 10 月 27日(土)～28日(日) 

谷戸学童クラブ 11 月 3日(土・祝)～4日(日) 

向台第二学童クラブ 11 月 10日(土)～11日(日) 

の日程で行いました。 

季節がら、台風の影響もあり、ひばりが丘第二学童クラブは、安全のため、当初の予定を中止し、後

日、武蔵五日市にある「共同村ひだまりファーム」での実施となりました。 

ひばりが丘第二学童クラブ  11 月 10日(土)～11日(日) 

 

合宿の楽しみは数々あれど、多くの子どもたちが全員笑顔になる「ドラム缶風呂」、いつもは叱られる?

「夜更かし」、もちろん恋話もあったりする「テントでのみんなとのひそひそ話・・・」や「ゲーム大会」など、子ど

もたちにとっては、初めての体験と自由な時間を満喫していました。それにしても、小学生でも日頃忙しい

子どもたちが、準備もままならなくて「大丈夫?」の心配をよそに、トラブルもありながら、当日はみんなで力

を合わせて見事乗り越え楽しんでいる姿に、今年も引率職員は「やきもき・・・ホッ！」から、同行理事と共

にうれしくなる二日間でした。 
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注）西東京市では、しょうがい児等に限り、6 年生まで在籍可能ですが、多くは 4 年生までの在籍制度

があるため、児童が「1 年生から 4 年間 同学年として過ごした仲間と一緒」に、として原則 4年生

の在籍時に実施しています。ついては、「4年生合宿」とも呼称されています。 

 

4． 支え合い事業担い手の創出 

 市内の様々な子育て支援団体、グループとの協力関係の構築に努めました。直接的に、支え合い事

業の新しい担い手の創出にはつながりませんでしたが、団体相互の協力関係の深化は見られ、だがしや

楽校への参加協力などにつながりました。 

 

5. 西東京市を中心とした地域NPOや関連団体との協働 

 NPO 法人ちろりん村との共催による「ミトンの会」、NPO 法人まちかど保健室による各講座開催など、

ひばりが丘児童センターを会場とした子育て支援活動を通年で行いました。9月10日に西東京市南町

スポーツ・文化交流センター「きらっと」で開催された「第 8回こそだてフェスタ＠西東京」に運営協力すると

ともに、児童センターのチアダンスクラブが参加しました。また、11 月 4 日に田無小学校校庭で開催され

た西東京市学童クラブ連絡協議会主催「第18回学童こどもまつり」、2019年1月19日には、アスタ

センターコートで開催された西東京市協働推進センターゆめこらぼ主催「第 10回 NPO市民フェスティバ

ル」に参加し、地域ネットワーク作りを図りました。 

 

◇学童クラブ運営事業  

当団体は、地域の保護者が西東京市の学童保育のあり方を考えて立ち上げ、専門職である指導員

と手を携えてこれまで歩んできました。第 3 期中期ビジョンにおいて、子どもアミーゴ西東京が掲げる学童

保育への職員間の共通理解、共通認識と、それに向けた最大限の努力を行うこと、その努力に対し適

正な評価がなされ、意欲を持って仕事に当たれる職場になることが、目指すべき姿として示されました。こ

れに対する 2018 年度の取り組みとして、指導員会やアミーゴ研修、目標共有シート、外部研修などを

行いました。また保護者・地域との連携強化、行政やその他の機関との協働関係の構築も継続して取り

組んできました。さらに2018年度は、2019年度を見据えて、各会議体の人員構成や、情報共有の仕

方を見直し、運営体制の強化にも力を入れてきました。 

 各施設の行事については、後掲の一覧表をご覧ください。 
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1. 学童クラブ運営の方向性の構築  

2018 年度は児童数の増加により、必要な人員枠が増えました。その結果、新入職の常勤職員が

7名と学童職員全体の 4分の 1 を占めることとなりました。運営の方向性の構築のため、2017 年度

まで 2つのブロックに分けて行ってきた情報共有と自己研鑽を目的とした「ブロック会議」を、「指導員会」

として一本化しました。各施設の学童職員が席を共にし、おたより検証や日本の学童ほいく誌を用い

た保育実践研修を実施し、国の放課後児童クラブ運営指針、団体の保育指針に示される学童保育

運営の方向性の共有に取り組んだことにより、職員の共通理解が深まりました。 

向台、向台第二学童クラブは児童数 80 名を超え、超過率 166％の大規模学童となりました。ま

た、ひばりが丘第一学童クラブは 2 階、3 階に分割された二つの育成室で、児童数 120 名を超える

市内でも例のない学童クラブ運営を 2018 年度も行いました。大規模学童施設の問題点として、学

童保育で本来求められる一人ひとりの子どもに寄り添う視点での支援、保育実践を行うことが、現実

的にとても困難になることが第一に挙げられます。ひばりが丘第一学童クラブは、2階と3階に分割され

たことにより、情報共有の難しさと日々の生活や遊び、行事などの取り組みの工夫や課題が、非常に

負荷として現場で働く職員に掛かってくることが問題となりました。向台、向台第二学童クラブにおいて

は、従来実施していた夏休み中のプレーパーク遠足が実施できなくなり、共催行事などの取り組みは

施設の許容人数を超えるため、子どもたちの安全確保ができなくなることから、内容を変更しての実施

となりました。 

円滑な運営を図るために、欠員のない状態での運営を目指すことを活動計画に示しました。しかし、

必要な常勤職員数を確保できているのは、6学童中3施設に留まり、本来必要な人員数を下回って

いる状況となりました。 

  

2. 保育内容の充実・向上に向けた人材育成 

第3期中期ビジョンでは、保育実践力と発信力の向上の二つを人材育成の柱に置いた取り組みが

示されました。これまでの取り組みにおける課題と対策を、月次で行われる施設長会議の場を中心に

検討を行いました。その結果、中堅職員の保育実践力および発信力向上を目的として、中堅職員が

新人研修の進行を担当し、業務マニュアルの内容を中心に、保育実践や業務手順を体系的に伝え

る役目を担いました。研修の対象となった新人職員だけでなく、職員全員が日々の基本的業務を、改

めて確認する場となりました。日々の保育の中で課題が出た時に、課題解決シートを運用し職員

個々の立場で課題解決に向けた検証を行い、それをチームと上職者、運営側と共有し、対策、改善

につなげることで、課題解決能力の高い人材、組織の育成を図りました。年間を通して外部研修に積

極的に参加しました。そして、2018 年度も職員全員で実践記録検討研修に取り組むことで保育実

践力の向上に努め、日々の保育実践に繋げてきました。 

目標共有シートの運用も始めましたが、効果的な活用には至りませんでした。 
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外部研修会 

日程 研修名 参加人数 

6 月 17 日（日） 全国学童保育指導員学校南関東会場（船橋市）   23 人 

7 月 8 日（日） 三多摩学童保育フォーラム（日野市）   21 人 

10 月 7 日（日） 東京の学童保育指導員研修会（文京区）   18 人 

10 月 20 日(土)、21 日(日) 全国学童保育研究集会（横浜市） のべ 20 人 

 

内部研修 

   日程 研修内容   日程   研修内容 

6 月 19 日（火） 新人研修 12 月 14 日（金） 実践・柱立て① 

7 月 12 日（木） 前年度実践振り返り 1 月 11 日（金） 実践・柱立て② 

10月11日（木） 実践につなぐ子ども理解 

講師：竹沢 清氏 

2 月  8 日（金） 実践検討会① 

11月13日（火） 実践・書きたいこと① 2 月 13 日（水） 実践検討会② 

11月27日（火） 実践・書きたいこと② 2 月 28 日（木） 実践検討会③ 

講師：飛鳥井祐貴氏 

※定例・・月 1回 指導員会を実施 

 

施設名 
手づくりおやつ おたより 

2017 年度 2018 年度 2017 年度 2018 年度 

北原学童クラブ 145 回 142 回 57 号 68 号 

向台学童クラブ 208 回 213 回 63 号  78 号 

向台第二学童クラブ 156 回 166 回 48 号 61 号 

谷戸学童クラブ 157 回 170 回 52 号 54 号 

ひばりが丘第一学童クラブ 115 回 155 回 43 号 52 号 

ひばりが丘第二学童クラブ 142 回 155 回 53 号 57 号 

 

3. 保護者・地域との連携強化 

日々の子どもたちの学童クラブでの様子を家庭に伝えることは、国の放課後児童クラブ運営指針、

団体の学童クラブ保育指針においても、指導員の仕事として学童保育の中の大きな柱として位置付

けられています。おたより（日刊含む）、連絡帳、個人面談、保護者会などを通して、日々の子どもた

ちの学童クラブでの様子を保護者の方々に伝えてきました。おたよりについては、指導員会の中で時間
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をかけ、各施設のおたより検証会を行いその大切さを再確認し、全員が月に 1 回は発行できるように

努めました。また、父母会共催行事や保護者会などを通して、学童クラブは単なるサービスとしての預

ける場ではなく、指導員と保護者が一体となって共に作る子どもの育ち合いの場所であることを伝え、

学童保育への理解を深めてもらえるように努めました。しかし、保護者の参加割合には施設間でばらつ

きが見られました。 

各地域の学校との連携強化を図る為に、学校連絡会や学校公開、運動会への参加を通して、密

な情報交換や関係作りに努めました。そして、地域の方々と連携を図るために、わかば文庫の長谷川

先生による平和の話・日本絵手紙協会の畠山先生・もぐらの会によるお話会・田無警察による防犯

訓練や西東京市消防署の協力による防災訓練などを行いました。近隣の方や地元商店街との繋が

りも大切にし、発信してきました。主任児童委員や民生委員の方々をはじめ、所管児童館長、地域

の方々を卒所式など施設行事へご招待し、連携強化、関係作りを図りました。 

 

4. 行政その他の機関との協働関係の構築 

2017 年度より続けてきた二者協議の中では、育成室で展開される児童の遊びと安全配慮に関し

て、行政との協議を重ねてきました。学童保育における遊びの重要性と、必要な安全配慮、安全管

理について、団体としての見解を明文化した資料を提出し、協議を重ねながら共通理解の構築に努

めた結果、合意に至り二者協議を終了いたしました。 

団体の大切にする保育実践とその成果が、協働の成果として共通認識されるよう、行政との協議

や会議の場を通して発信を行ってきました。 

西東京市学童クラブ連絡協議会の2018年度会員総会に事務局長が来賓として出席し、また当

団体の2018年度会員総会に学童クラブ連絡協議会会長が来賓として出席いただきました。所管児

童館とは、日常的に各報告や業務の打ち合わせなどを通して連携、協力関係の構築に努めました。

西東京市学童連絡協議会との懇談会を 3 月 5 日に実施しました。西東京市指導員ユニオンとの懇

談会は日程の調整により、実施できませんでしたが、行政研修会などの際には情報交換に努めまし

た。 

 

5. 自主事業の見直し  

延長保育、外注弁当事業については、入会説明会において、緊急対応を主旨とする事業であること

を説明したうえで継続して行ってきました。しかし、外注弁当については発注の利便性に問題がありまし

た。 

延長保育、外注弁当の事業について、利用状況を検証中です。施設によって利用頻度・傾向に差が

あることが分かりました。引き続き内容を精査していきます。 
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◇児童センター運営事業 

利用する子どもたちや保護者が「自分たちの地域の、自分たちの施設」と考えて、積極的に運営

に参加する施設となることを目指し、活動しています。また、ニーズの多様化に伴い、「児童ソーシャル

ワーカー」として多角的なスキル強化を図り、それらの実践を的確に外部に発信することで、より広域

での連携も可能な施設となるよう取り組んでいます。 

2018年度は、「おいもほり」、「ひばりが丘団地夏まつり」、「谷戸お楽しみ縁日」、「Rebornなか

はら」、「ハロウィン」などの地域連携事業を通して地域との関係性を築きました。 

10月より開始される改訂児童館ガイドラインの運用も見据えて、児童館の役割、機能についても

改めて施設内で共有するとともに、事例検討などのグループワーク研修をおこないました。 

  利用者の状況につきましては、後掲の一覧表をご覧ください。 

 

1. 利用者の参画を実現するシステムの構築  

乳幼児保護者によるママサークルが月に一回程度、「はっぴーママ」として工作やスポーツ、講師イベン

トなどを実施しました。 

 小学生は海賊キャンプの班活動などを通じて参画を図りました。また、「お楽しみ縁日」、「冬まつり」で

は子ども実行委員を募り、準備や運営など参画を促しました。さらに、異年齢交流プログラムに参加をし

た小学生から、もっと異年齢と関わりたいという要望があがり、「読み聞かせ」の場を提供しました。自分た

ちでプログラムを作成し、練習を重ねるなど意欲的に取り組む様子が見られました。 

 中高生は月に2回程度実施をしている「中高生委員会」の中で、児童センターへの運営・要望の検討、

イベントの立案・実施などに携わってもらいました。また、中高生向けに自主企画の企画書を整備し、利

用者なら誰でもイベントを企画できるよう環境を整えました。2018 年度は、高校生による「パルクール講

座」を自主企画として実施することができました。 

 このように、各年代での参画システムの構築はできつつあり、それぞれの活動においてメンバーも増えつつ

あります。しかしながら、他利用者や外部に向けての周知がまだまだ課題として挙げられます。参画をしや

すい仕組みつくりに加えて、館内掲示や SNS ツールを使っての活動報告など、広報に力を入れ、それぞ

れの活動を大きくさせていければと考えます。 

 

2. 業務マニュアルの策定による、新人育成・ボランティア受け入れ体制の確立 

 業務マニュアルを改訂し、誰もが同じ水準で仕事に取り組めるようにしました。また、ボランティア、職場

体験、実習生受け入れなどの担当をそれぞれ決め、受け入れ体制を整備しました。新人育成における

達成度チェック表の作成は未完成ですが、受け入れスケジュールを作成し、段階を踏んだ育成を試行中

です。既存の職員については、個人における目標シートを作成し、半期・年度で自己目標に対する振り

返りをおこなえるように取り組みました。 
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ボランティアに関しては、海賊キャンプでOBによるボランティア参加が1名ありました。また、毎週活動し

ているチアダンスクラブで 2名、講師として関わってもらいました。講師だけにとどまらず、インターネットを使っ

ての練習動画や、各種発表会への準備など、チアダンスクラブの運営にも携わってもらっています。さらに、

ピックアップゲームバスケでは外部・OB・OG によるボランティア 8 名がイベントに関わってくれました。 

 また、クラブ活動を通じてのジュニアリーダー育成に関しては、具体的な取り組みをおこなうことはできませ

んでした。しかし、日常利用で積極的に異年齢と関わってくれていた中高生が、ジュニアリーダー的な役割

を担っていた場面がところどころ見られていました。 

 

3. 地域連携の継続・強化・発展  

例年、定期的に実施をしている各行事、地域の農家の方との連携のもと行う「おいもほり」、中原小学

校父親（おやじ）の会協力のもと行う「流しそうめん」、ひばりが丘団地自治会、周辺マンション理事会

が構成員となる一般社団法人「まちにわひばりが丘」主催の「団地夏祭り」、谷戸地域の育成会メタセコ

イアが主催し、谷戸小学校で開催する「お楽しみ縁日」、中原小学校の父親の会（おやじの会）、施

設開放運営協議会（運協）、PTA が実行委員会を組み、児童センターも参画した校舎さよならイベン

ト「Reborn なかはら」などを通じて、地域との関係性を強めていきました。下半期は上記の「Reborn な

かはら」の実行委員会が主催する中原小学校「秋まつり」、育成会メタセコイアと児童センターとの共催行

事となる「冬まつり」、地元のPIPI商店街の皆様と、近隣高齢者施設「福寿園」にもご協力をいただいた

「ハロウィン」、市内グループホーム「いずみ」に居住される高齢者の方々と子ども達の触れ合いイベント「手

打ちうどん」などで地域との関わりを持ちました。 

 また、ひばりが丘中学校での放課後カフェに参加をし、地域との交流を深めるとともに、居場所事業の

支援をおこないました。 

さらに、中高生向けのプラネタリウム事業や獣医師による動物保護に関する講演会など子どもアミーゴ

としての繋がりから派生した新規のイベントも実施することができました。しかしながら、現状は「ひばりが丘

児童センター＝子どもアミーゴ」としての理解はまだまだです。イベント時に職員間で共通の T シャツやベス

トを着用し、子どもアミーゴをアピールするアイデアなどが出ているので、実現に向けて準備を進めていま

す。 

 

4. 福祉的ニーズの掘り出しと関係機関連携の継続・強化・発展  

 これまで通り、困難を抱える利用者に対しては、子ども家庭支援センターなど関係機関との連携を取り

ながら支援をおこないました。児童センターは、要保護児童対策地域協議会のすみよしブロックに所属し

ており、地域の各機関との連携体制を取っています。2018 年度においても、センターから子ども家庭支

援センターのどかに繋げた虐待案件が1件あったことに加え、前年度からの見守り案件が1件継続されま

した。 

 また、中原小学校との連絡会、ひばりが丘中学校、田無第二中学校との学校運営連絡協議会、児

童生徒虐待防止外部委員会を通じて、近隣各学校との情報共有を図りました。さらに、福祉的ニーズ
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がある利用者については、臨床心理士への相談事業に繋げるケースもありました。 

 小中学校との連携は今まで以上に取れましたが、一方で高校との連携はなかなか思うように進みませ

んでした。近隣に高校が少ないという立地ではありますが、高校生の利用はそれなりに多いので、高校との

連携も何らかの形で取っていけることが理想と考えます。今後、市内イベントなどから館内へと取り込むレ

ールを作れるよう様々なアプローチをしていければと思います。 

 福祉的ニーズの連携では所管課とも相談しつつ、市内の乳幼児健診等に出前児童館として参加でき

ないか打診しました。2018 年度内に具体的なアクションを起こすことはできませんでしたが、今後の実施

に向けて準備を進めています。 

 

5. 外部団体、他地域との交流  

 2015 年度より継続して、首都圏中高生ネットワークに関わっていくことで、運営面の成熟度向上、職

員のスキルアップを図りました。その中で、2018年度は近隣類似施設である東久留米市の「子どもセンタ

ーひばり」に参加を呼びかけ、新たな連携を取ることができました。また、2018 年度からは、管理職を対

象とした首都圏中高生ネットワーク施設長会議が開催され、「ユースワーク」についての意見交換やグルー

プワークを行ないました。 

その他外部連携では市内の児童館事業・研修に参画すると同時に、外部への事業・研修にも積極

的に関わっていきました。2018 年度は児童健全育成推進財団主催の研修や地域の子育て講座など

20 件の外部研修に参加しました。その中でも児童健全育成推進財団が中心となって進めている、スポ

ーツでもない遊びでもない子どもの可能性を引き出す運動遊びプログラム「JUMP-JAM」の実施を自施

設でも取り組んでいます。 

また、近隣類似施設である清瀬市の「清瀬市児童センター」への視察をおこない、自施設運営の参

考にしました。さらに下半期には杉並区の「杉並区青少年センターゆう杉並」、調布市の「調布市青少

年ステーション CAPS」との 3施設交換研修を実施し、研鑽に努めました。 

 

6. 広報の強化  

毎月発行しているおたよりを例年通り近隣小中学校 4 校に配布しました。また、ブログやツイッターとい

った電子媒体をこまめに更新し、タイムリーな情報を発信していくことを心がけました。電子媒体に関しては

SNS運用ガイドラインを作成し、それに基づいた運用をしています。 

SNS をツールにした広報は、更新頻度に不安定な部分が見られた点が反省点として挙げられます。

今後は、広報担当、イベント担当が協力をして更新をしていくなど、更新頻度に安定感を持たせていくこ

とを課題として取り組んでいきます。 

2019 年度より、学童クラブの第二育成室として暫定利用されていたダンススタジオが、中原学童クラ

ブ新設により児童センターの施設として戻ってくるため、所管課とも打ち合わせを重ねながら、中高生特化

館専用のチラシを市内中学校全生徒に配布することができました。配布直後は、広範囲から利用する
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中学生の姿が多く見られました。今後も継続して利用してもらえるように、中高生たちにとって居心地の良

い環境作りに取り組んでいきます。 
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◇組織運営  

１． 運営体制の整備 

(1) 事務局長、学童統括ブロック長、学童ブロック長、児童センター長をメンバーとする「運営会議」を、

法人の事業全般を統括するものと位置づけ、全体の体制を下表のとおり整理し、運営しています。

業務内容総括、事故再発防止指揮、人員配置の検討、採用活動への参加、行政対応等、組

織運営についても運営会議の参画の拡大を図りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 定款で定められた月 1 回の理事会の外、運営会議、施設長会議、職員会議※、指導員会は原

則毎月開催し、前月の活動報告、課題の共有、予定の確認等を行っています。（※職員会議は

学童クラブ同士、または学童クラブと児童センターなどの施設内合同会議も定期的に開催）   

また、この外に各施設ごとの職員打ち合わせを適宜実施しています。 

  理事会 運営会議 施設長会議 合同職員会議 指導員会 

4 月 8 日 12 日 10 日 23 日 20 日 

5 月 12 日 11 日 8 日 16 日 22 日 

6 月 2 日 5 日 7 日 12 日 19 日 

7 月 14 日 5 日 3 日 11 日 17 日 

8 月 18 日 ― ― 17 日 ― 

9 月 8 日 6 日 4 日 11 日 18 日 

10 月 13 日 4 日 15 日 18 日 16 日 

11 月 18 日 8 日 6 日 28 日 20 日 

12 月 8 日 6 日 4 日 19 日 18 日 

1 月 12 日 10 日 8 日 16 日 22 日 

2 月 9 日 

22 日(臨時) 

12 日 5 日 21 日 19 日 

3 月 9 日 8 日 5 日 19 日 20 日 

会員総会

監事 理事会 評議員会

事務局長

運営会議

センター長

実行委員会 副センター長

施設長 施設長会議 職員 職員会議 （事務局長）

指導員会 職員

職員会議 ＊統括ブロック長出席

組織運営・管理業務

事務局

事務局会議

（事務局長）

児童センター運営事業

センター会議

児童センター学童クラブ

職員

学童クラブ運営事業

統括ブロック長

田無・びばり
ブロック

ブロック長

子ども支え合い
事業
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(3) 第 1 回評議員会を 10 月 14 日にイングビルで、第 2 回評議員会を 4 月 21 日にひばりが丘児

童センターで、それぞれ開催しました。 

(4) 子ども支え合い事業については、事業ごとに職員を主体とする実行委員会を設けて、準備・遂行に

あたりました。実行委員会の設置・事業着手がスムーズでなかったところがあり、次回以降の課題と

なりました。1月16日に職員と理事とで話し合いを行い、これを踏まえて2月22日に臨時理事会

を開催して 2019 年度以降の子ども支え合い事業の進め方を検討し、結果を職員に通知しました。

（子ども支え合い事業の項ご参照） 

 

２． 職場環境の改善 

(1) 職員一人一人が目標を持ちその実現に向けて行動するための「目標共有シート」の運用を開始し

ました。各施設において充分な活用に至らず、引き続き活用を図ります。 

(2) アクシデント・インシデント情報の共有フォームを作成し、運用を開始しました。ヒヤリ・ハット事例を共

有し、大きな事故の発生を防止していきます。 

(3) コンプライアンス研修を 10 月 16 日に開催し、ハラスメント、労働時間管理、個人情報保護につい

て職員に周知を行いました。 

(4) 職務規定、人材育成指針については未策定です。 

(5) 年間を通じて欠員状態を解消できませんでした。職員の定着を図り、離職率は低下したものの、採

用が困難な状況下で十分な補充ができませんでした。 

 

３． 財政基盤の強化 

(1) 会員数は、2018年度末現在 92名で、2017 年度末から 3名減少しました。 

(2) 助成金の取得実績は以下の通り。引き続き積極的な獲得を図ります。 

① 真如苑「Shinjo プロジェクト」多摩地域市民活動公募助成金 

(3) 新規事業の開拓については、現状、受託事業における基本業務の徹底を優先させるため、検討が

進んでいません。 

 

４． 広報活動の強化 

(1) ホームページの刷新は好評。告知・求人等を掲載していますが、SNS との連動が十分活用できて

いません。ひばりが丘児童センターのブログ／Facebookページとの連動を試行していますが、未だに

更新頻度が少ない状況です。行事ごとの断片的な発信にとどまっており、事前告知、当日の様子と

いった活用が不十分でした。 

(2) アミーゴ通信は 3 回発信し、会員への活動報告のほか、イベントでの活動紹介資料として活用しま

した。 

2018 年 7月 夏号 会員総会、代表理事・事務局長挨拶、ホームページ紹介 



 

16 

 

2018 年 10 月 秋号 アミーゴ自然塾、だがしや楽校 

2019 年 2月 冬号 学童クラブと児童センター 

(3) イベント運営に参加した際の団体のアピールを高めるため目立つユニフォーム等の作成を検討しまし

たが、準備が具体的に進まず、実現しませんでした。 

 

５．行政との協働関係の構築 

(1) 9月 30 日(日)に西東京市南町スポーツ・文化交流センター「きらっと」で開催された「第 8回子育

てフェスタ＠西東京」（主催：子育てフェスタ＠西東京実行委員会、共催：西東京市）に参加

し、運営の支援を行ないました。 

(2) 1 月 19 日(土)にアスタセンターコートで開催された「第 10 回西東京市 NPO 市民フェスティバル」

（主催：西東京市市民協働推進センター「ゆめこらぼ」）に参加し、パネル展示、活動のプレゼン

テーションを行いました。 

 

６．第4期中期ビジョンの作成 

2018 年度で最終年となる第 3期中期ビジョンに続く三か年計画として、2019 年度からスタートする

第 4 期中期ビジョンを策定しました。特にこれまで十分な進捗が見られない事業面、組織面の課題の解

決に向けた具体的なステップを見定め、実施していくという方向性で検討を行いました。 

(1) 計 5回の策定会議を始め、メーリングリストも活用し検討作業を行いました。 

第 1回 11 月 21日、第 2回 12 月 12 日、第 3回 1 月 23 日、第 4回 2 月 18日、 

第 5回 3 月 13 日 

(2) 策定委員： 

永井 昌史、佐藤 文俊、草苅 龍、宮崎 翠、鈴木 春菜、安藤 耕司、 

湊谷 智孝、田中 誠  

 

■助成団体一覧   

 真如苑「Shinjo」プロジェクト市民活動公募助成 

■協力団体一覧 

西東京市学童クラブ連絡協議会 

特定非営利活動法人 花咲き村 

西東京市市民協働推進センター「ゆめこらぼ」 

■執行部一覧（2019年 3月 31日現在） 

○ 代表理事： 田中 誠 

○ 理 事： 安藤耕司、加藤 泰、照沼育美、星 ゆかり、松本 毅、湊谷智孝 



 

17 

 

○ 監 事： 中曽根 聡、吉田 民 

○ 評議員： 伊藤由加里、加々見辰也、古林美香、坂口和隆、嶋田文子、妹尾浩也、 

園田安男、高橋ヨシヱ、田崎吉則、田中紀子、塚本将仁、豊永ひとみ、 

永井昌史、西原みどり、古谷健太、真鍋五十鈴、森本 薫、森分エリカ、 

吉田聡、吉田朋子 

 

■職員体制（2019年 3月 31日現在） 

○ 事務局 

事務局長：佐藤文俊 

事務局員：久島潤子 

 

○ 学童クラブ運営事業 

田無ブロック 

統括ブロック長：高橋明子 

ブロック長：高橋明子（兼務） 

北原学童クラブ：川杉祐太（施設長）、宮崎 翠、鹿野理子 

向台学童クラブ：高橋明子（兼務、施設長）、松田はるか、東出 愛、佐藤 響 

向台第二学童クラブ：草苅 龍（施設長）、川上里佳子、天野正美、吉田智香 

ひばりが丘ブロック 

ブロック長：村中生恵 

谷戸学童クラブ：大和美恵子（施設長）、岡庭亮太、小山友里枝 

ひばりが丘第一学童クラブ：鈴木豊子（施設長）、中西結香、元藤貴大、花津谷翔、 

江原ひろみ、田中しげみ 

ひばりが丘第二学童クラブ：村中生恵（兼務、施設長）、林 秀和、大村聡子、 

下田彩乃、伊藤真実 

○ 児童センター運営事業 

ひばりが丘児童センター：佐藤文俊（兼務、センター長）、田島和也（副センター長）、 

久保 竜、鈴木春菜、武田憲治、渡邉ちひろ、立川 潤 
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■2019 年度 事業計画 

2018 年 10 月に西東京市子ども条例が施行されました。「児童の権利に関する条約（子どもの権

利条約）」に定められた子どもの権利の実現に向け、子どもたちのすこやかな育ちを社会全体で支援して

いくことが明記されています。私達、子どもアミーゴ西東京は、2006年の設立以来、一貫して子ども中心

とした地域づくりを目標に掲げて活動しており、この理念が社会的に広く共有されたものとして大変うれしく

思います。同時に、今後も引き続き子どもたち一人一人の育ちを支援する立場として、求められる役割を

しっかり果たしていかなければならないと感じています。 

 

子どもたちを取り巻く社会的環境は依然として厳しいものがあり、生きる、育つ、守られる、参加すると

いう保証されるべき権利が守られず、子どもの生命が失われる事件は今も起きています。私達、子どもアミ

ーゴ西東京は、子どもたちの放課後の生活づくりを核に、子どもも保護者も孤立しない、「つながる」「ささ

えあう」「ともにいきる」地域社会の実現に向けて取り組んでいきます。 

 

2019年度は第4期中期ビジョンの初年度となります。第4期中期ビジョンでは、今後の事業継続の

基盤となる、組織基盤の強化とともに、基本的業務・組織運営の課題解決に取り組みます。 

 

◇子どもを中心とした支え合いの地域づくり、まちづくり事業  

 「子ども支え合い事業」について、あらためて目的と評価の基準を明確にしたうえで、それらの成果・課題

等の評価をおこないました。2019 年度は、各事業ともその評価をもとに計画を立てます。 

 

1. 子ども支え合い事業の目的と評価の基準 

【事業目的】 

団体理念の具現化 

付記：そのための事業を行うに当たり、啓蒙／広報活動、会員獲得等が必要。 

アミーゴの 5 つの活動理念 

1） 子どもたちにとって安心安全な社会をつくる。 

2） 子どもを含むさまざまな世代の参画をすすめ、子どもを中心においた支えあいの地域をつくる。 

3） 子育ての責任を安易に家庭に押し付けず、課題を抱えた家庭が地域とつながる家庭支援を行う。 

4） 地域の構成員として子どもを明確に位置づけ、社会的自立に向けた成長を支援する。 

5） 子どもを社会で育てるための条件整備者としての行政の責務を明確にし、積極的に協働型の地域

づくりに関わる。 
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【評価の基準】 

・「子どもを真ん中にした地域づくり」という目標を見据え、受託事業を核とした団体経営方針と合致する

こと。 

・子ども同士、子どもと地域（地域間）のネットワーク拡大のための事業であること。 

・学童クラブ・児童センターを軸として、地域づくりの担い手（内/外）を拡大できる事業であること。 

・労務と成果のバランス（日常業務とのバランスも考慮必要）が適正であること。 

・財務的に継続性、安定性があること（従来、将来）。 

・会員獲得につながってきた（つながる）こと。 

 

2. 各事業について 

【自然塾】 

 学童クラブと参加児童・保護者との関係、参加児童同士・保護者同士の関係が卒所後も維持されて

きたことは、自然塾を継続しておこなってきたことの成果です。ただし、参加者が極めて限られていることか

ら、地域づくりという面における成果は限定的と言わざるを得ません。支え合い事業として目指すものとし

ては、これまでの関係を基礎としながら、つながりをさらに外に向けて広げていくものと考えます。 

 また、この事業の実施による日常業務への負担や事業の採算性についても、現状を踏まえた上でのしっ

かりとした検討が必要です。 

 2019 年度は自然塾の実施をいったん見合わせ、職員と理事とで検討委員会を立ち上げ、本来の目

的の達成に向けてどのような形態で実施すべきかについて検討を行うこととします。 

 

【だがしや楽校】 

 これまでの成果としては、学童クラブや児童センターと地域とのつながりを明確に示すことができ、地域へ

団体の存在をアピールする場となっており、年中行事のひとつとして地域に根付いていると言えます。また、

助成金が獲得しやすい事業であり、採算性は比較的良好。出店を通じた他団体との協力関係の構築

にも一役買っています。 

 課題としては、出店準備において時間的な余裕がなく職員の日常業務への負担となっていること、子ど

もの行動範囲により地域性が限定されていることなどが挙げられます。 

 また、学童クラブ、児童センターをアピールするための各施設出店は、外部からの客・来場者に対してさ

らに意識を向けるべきと考えます。 

 2019 年度もだがしや楽校の実施を継続しますが、これまでの成果と課題を踏まえたうえで、実行委員

会によりその実施形態や運営方法について検討していきます。 

 

【いわき市児童クラブとの交流】 

 東日本大震災の復興支援を契機として、福島県いわき市の児童クラブとの交流事業に発展してきまし

た。現在は学童クラブ同士の課題の発見、お互いの気づきあいにもつながっています。また、震災の記憶
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が風化しないよう、子ども達への取り組みも継続的におこなってきています。 

 今後は、単独の事業としてではなく、他地域との交流事業の枠組みのなかで継続していきます。 

 

【高学年合宿】 

 これまでの成果としては、子ども達の自己肯定感の獲得や職員との信頼関係などの醸成につながり、学

童クラブ内における低学年児への目標提示ともなっています。 

 また、学童クラブの受託運営に直結する自主事業として行政からも認知され、保護者の理解・協力も

いただく機会となっています。 

 課題としては、単体事業として収支赤字であることが挙げられます。会員拡大等により経費を捻出し、

アミーゴの学童クラブの特色ある事業の継続につなげる方策を検討しながら、事業を継続していける態勢

を整えたいと考えます。 

 

【学童こどもまつり】 

 重要な協力団体である西東京市連協主催のイベントに参加することによって、連携関係の強化を図っ

てきました。 

 それにより、現役、卒所児を問わず、地域の中で学童の子ども同士、子ども達と指導員との関係性作

りの場となり、児童センターにとっては、より広い地域とのつながりづくりの機会ともなっています。 

 当日の参加形態や出店内容については工夫や改善が必要ですが、それらの課題を乗り越えるためにも

職員を主体とする実行委員会をおこない、理事も協力して参加を継続していきます。 

 

3. 子ども支え合い事業の担い手の創出 

 地域の子育て団体・グループとのコラボレーションを積極的に活用し、相互協力の機会を増やします。ま

た、アミーゴ主催のイベントに会員が気軽に参加できるような仕組みづくりに取り組みます。 

 

4. 地域関連団体との協働、他地域との交流 

 市内を中心に活動している子育て団体との連携を深め、ひばりが丘児童センターを会場とした乳幼児

広場活動などの子育て支援活動を進めます。また、西東京市と共催事業として行われている「こそだてフ

ェスタ＠西東京」への参画により、地域子育て支援団体とのネットワークを構築します。 

 また、西東京市学童クラブ連絡協議会、西東京市協働推進センター「ゆめこらぼ」や西東京市社会

福祉協議会等が行うイベントに積極的に参加します。また、西東京市西部地域ネットワーク協議会「に

しにし.net」への参画により、様々な団体との関係づくりに努めます。 

 他地域との交流としては、これまで培ってきたいわき市の児童クラブとの交流事業を、今後も継続してい

きます。 
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◇学童クラブ運営事業          

第3期中期ビジョンでは、子どもアミーゴ西東京が掲げる学童保育のあり方について、職員が共通の理

解と認識を持ち、それぞれの環境に応じた最大限の努力をすること、その努力に対して適正な評価がなさ

れ、結果として意欲を持って仕事にあたれる職場になることを、ビジョンとして掲げました。達成できたものも

ありますが、長年に渡り解決されていない課題もあることが現状です。第 4 期中期ビジョンでは、その現状

に向き合って課題を明確化し、解決のための具体的なステップを見定め、実施していく方向性を示しまし

た。学童クラブ運営事業においても、それぞれの課題を解決していくために、第4期中期ビジョンの初年度

として以下の各項目に取り組みます。 

 

1. 学童クラブ運営の方向性の構築  

子ども達が安心して帰ってこられる学童保育を目指し、日々の基本的な業務を職員一人ひとりが職

場の中で伝え合い、振り返る仕組みを作ります。また、学童クラブ同士の横の連携の充実を図ります。 

そのために、2018 年度より再開した指導員会を維持し、充実を図ります。具体的には年間 11 回の

実施を目指します。その中で国の定める放課後児童クラブ運営指針、団体の保育指針の読み合わせを

上半期、下半期各1回以上行います。 

向台、向台第二学童クラブ、ひばりが丘第一、ひばりが丘第二の各施設は、昨年に引き続き大規模

学童となりました。各施設ともに、学童適正規模とされる「1支援の単位」である40人を大幅に超え、「2

支援の単位」、施設によっては「3支援の単位」となることもある学童クラブ運営となります。適正規模での

学童運営とは異なる保育実践の難しさを少しでも緩和できるよう、各施設とも保護者の理解と協力を得

ながら創意工夫して保育にあたっていく必要があります。ひばりが丘第一学童クラブは、2017 年度、

2018年度と児童センターのダンススタジオを利用した2つの育成室で保育を行っていましたが、2019年

度より再び一つの育成室での保育に戻ります。おやつの際の机の配置や、一日保育時のお昼寝に必要

なスペースの問題、行事の参加可能人数の問題など、新たに検討しなければならない現実的な問題に

取り組んでいく必要があります。 

現在、検証が必要な課題が出た際には、「課題解決シート」を活用して、その解決に当たっています。

問題発生予防のための方策として、「指導員の仕事、振り返りシート」の導入の準備を進めます。  

 

2. 保育内容の充実・向上に向けた人材育成 

保育実践力の向上と、その実践を言葉にして伝える発信力の向上、この二つを引き続き人材育成の

柱として、以下に取り組んで参ります。 

実践検討研修を下半期に実施します。実施に向けて研修担当者を選任し、2018年度の実践検討

研修の効果を検証のうえ、更なる充実を図ります。第 4 期中期ビジョンに記載の「人材育成」に紐づく新
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人育成プログラム、職層別研修、技術研修などの研修も、業務とのバランスも踏まえたうえで実施に向け

て検討します。日々の基本的な業務を間違いなく遂行できるよう、業務マニュアルの読み合せを初め、更

なる活用に向けての検討を行います。 

「実践検討研修」は、学童クラブ運営における人材育成の中核的な取り組みと位置付けます。日々

の保育の記録、振り返り、発表とチームでの検討、日々の保育への活用、というサイクルの確立により、保

育実践の充実と向上に向けた人材育成を図ります。全国学童保育研究集会、三多摩学童保育フォー

ラム、全国学童保育指導員学校や三多摩学童保育指導員の会など、様々な外部研修や検討会での

役割を担えるようになる第一歩とし、保育実践の発信につながる機会として活用します。  

 

3. 保護者・地域との連携強化 

保護者、学校など地域の関係機関との連携をさらに強化します。関係機関のみならず、近隣住民の

方々や商店街や施設など、地域の幅広い層との連携強化を図ります。 

保護者に向けては、子どもの様子をおたよりや連絡帳、保護者会などを通して伝えます。また、小学校

との連絡会を維持し、学校公開や運動会などにも積極的に参加し、連携強化に努めます。2018 年度

の総括においては、共催行事、保護者会への保護者の参加割合に施設間でばらつきがあることが課題

として挙げられました。各施設で前年度の振り返りを改めて行ったうえで、参加率を少しでも上げるための

取り組みを検討します。 

主任児童委員や民生委員の方々との連携強化、地域の方々との連携行事など、2018 年度に行っ

た取り組みは、引き続き実施を検討します。 

 

◇児童センター運営事業 

1. 利用者の参画を実現するシステムの構築 

各年代において、利用者が参画のしやすいシステムが構築され、実績も少しずつ蓄積されてきました。 

今後は、さらに活動を広げていくために、他利用者や外部に向けて、館内掲示や SNS ツールを使って

広報を工夫するなど、より利用者が参画をしやすい仕組み作りに取り組んでいきます。 

 

2. 職員育成体制の確立 

 既存の業務マニュアルを活用することで、業務内容を明確にし、平準化を図っていきます。業務マニュア

ルは必要に応じて改定し、業務の効率化を目指します。 

また、新人育成において業務達成度チェック表の作成、新人育成スケジュールの整備、OJT の分担な

ど育成体制を「見える化」することで体制の確立を図ります。 

  



 

23 

 

3. 地域連携の継続・強化・発展 

 地域との連携については、比較的広範囲かつ良好な連携関係が成立していますが、「児童センター」と

しての関係性に加え「子どもアミーゴの児童センター」としての浸透を、引き続き図っていきます。 

 

4. 福祉的ニーズの掘り出しと関係機関連携の継続・強化・発展 

 心理士事業を中心に自施設での福祉的ニーズの掘り出しを図るとともに、引き続き小中学校との連携

を密に取っていきます。また、課題である高校との連携を図っていきます。他館からうまくいっている事例や

仕組みを学ぶとともに、教職員、部活動、PTA などさまざまなアプローチ方法を模索しながら、取り組んで

いきます。 

 さらに市内の乳幼児健診に出向いて、子育て支援についての共有を図るとともに、乳幼児の新規利用

に向けた広報を行なえるよう、所管課と相談しながら準備を進めていきます。 

 

5. 外部団体、他地域との交流 

 都内近郊の中高生特化型施設間のネットワーク「首都圏中高生ネットワーク」への参加を継続し、職

員のスキルアップ、運営の強化を図ります。さらに、中高生特化の先駆的な施設である杉並区の「ゆう杉

並」、調布市の「CAPS」との職員交換研修を継続して行ない、自施設の運営に活かせる学びの場とい

たします。 

 また同じく中高生特化館として運営している「下保谷児童センター」と連携し、西東京市としての特化

館としての運営をさらに高めていきます。 

 

6. 広報の強化 

 紙でのおたより、ブログやツイッターによる電子媒体による広報活動は継続して行なっていきます。更新

頻度を意識しながら、利用者にタイムリーな情報を届けられるよう取り組んでいきます。 

 

◇組織運営 

1. 人材育成 

団体の活動を担う職員が安心して事業に取り組み、力を伸ばしながら働き続けられる環境を整備

します。また、職員の積極的な採用活動に努めます。 

(1) 職員研修を充実し、子どもアミーゴ西東京職員研修体系を整備します。 

(ア) 職員の職員による研修計画をより充実させます。各種の保育スキル研修、実践検討に
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加え、個々の職員の職務経験等を生かして、職層研修（新人への職務基礎研修、中

堅職員研修、施設長研修等）、技術研修などの実施方法を含めて体系的に整備しま

す。 

(イ) 新人育成研修として、業務マニュアル・アミーゴ運営指針・国の放課後児童クラブの運営

指針を活用しながら、仕事の内容やアミーゴが大切にしていることを伝える「新人育成研

修プログラム」を構築し新人職員の定着を図ります。 

(ウ) 理事の個々の経験等を活かし、コンプライアンスや職場倫理等、団体職員としての育成

の充実を図る研修も、体系の中に組み込みます。 

(エ) 外部講師による組織作り・マネジメント研修を行います。 

(2) 職員の個々の発想を取り入れ業務に活かすため、職員提案制度を整備します。事業企画、

職務の遂行方法、事故防止対策、団体PR、会員拡大等について、職員個々からの提案を

うけ、組織的に評価・採用し、受託業務や、団体運営に活かせる仕組みを構築します。また、

職員一人一人が目標を持ち、その実現に向けて行動するための「目標共有シート」の活用を

進めます。職員が意欲を持って仕事に当たれるよう、業務への取り組みに対し適正な評価が

なされる仕組みを作ります。 

(3) 努力や成果が公平に評価されるよう、評価制度の構築に取り組みます。運営会議において、

評価制度の事例を集め、検討を開始します。理事会との協議、検証を進め、制度案を作成

します。 

(4) 通年の求人活動に加え、近隣の大学のキャリア支援課等との継続的な連携を進め、計画的

な採用活動を行います。 

 

２． 運営体制 

(1) 各会議体（理事会、運営会議、施設長会議、事務局会、各施設の職員会議）との情報

伝達が適切になされ、必要な情報が共有される様に、会議の報告・情報共有の仕組みを構

築します。 

(2) 事務局と各学童クラブ・児童センターの連携を強化して情報伝達が適切になされ、必要な情

報が共有される様に、仕組みを構築します。 

(3) 円滑かつ継続的な組織運営のため、誰が見ても分かりやすい形で記録を共有し、具体的なノ

ウハウを蓄積・継承します。また、ヒヤリ・ハット事例を含むネガティブな情報をすみやかに共有し、

リスク管理能力を高めます。 

 

３． 経営基盤強化 

(1) 収入源を多様化し、財政基盤の安定的拡大を図ります。 

(ア) 活動を通じて新規会員を掘り起こすとともに、参加メリットを明確化し会員を継続してもら
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うことで、安定的な会費収入を得られるようにします。会員や職員、理事・評議員同士の

交流をより一層深めるため、テーマ別のオープンミーティングの開催を検討します 

(イ) 主催行事等を企画し、活動のPRに努めるとともに事業収益や助成金の積極的な獲得

を目指します。会員獲得・収益向上に有効な事業を検討し、年度内に、最低1件のイ

ベント施行を検討します。 

(2) 施設・備品を効率的に活用するため、すべての倉庫スペースの徹底整理と、備品・資産の棚

卸を実施し、名称、購入時期等を明記した管理台帳を整備します。 

 

４． 広報の強化 

(1) 広報誌、ホームページ、SNS等、地域での広報活動の充実を進めます。行事の連絡について

は、複数回の事前告知と当日の様子紹介という積極的な活用を行っていきます。また、定常

的な活動についても継続的に紹介していくことを検討します。できるだけ子どもたちの様子を紹

介したいと考えおり、そのために本人・保護者の了解を得るための掲載方針についてのルールの

明確化と周知を進めます。 

(2) 子どもアミーゴ西東京が身近な存在になるよう、さまざまな形で地域交流事業を実施します。

新規会員獲得に向けたイベントを企画し、団体への参加・協力の拡大を図ります。また、他団

体が主催する地域行事、外部研修等へ積極的に参加し、団体のアピールを行います。 

(3) 地域福祉の重要な一翼を担っていることを外部、内部に向けて明確に発信し、児童福祉分

野の専門事業者としての地位の確立を図ります。 

 

５． 行政との協働関係の構築 

(1) 2017年10月に「西東京市子ども条例」が施行され、子どもたちのすこやかな育ちを社会全体

で実現していくことが明記されました。子どもアミーゴ西東京は、受託事業者としてだけでなく、こ

の条例の定める「育ち学ぶ施設」を運営する者として、引き続き行政と連携・協働し、社会的

課題の共有と解決に取り組みます。 
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■職員体制（2019年 6月 1日現在） 

○ 事務局 

事務局長：佐藤文俊 

事務局員：久島潤子 

 

○ 学童クラブ運営事業 

統括ブロック長：高橋明子 

田無ブロック 

ブロック長：高橋明子（兼務） 

向台学童クラブ：高橋明子（兼務、施設長）、松田はるか、東出 愛 

向台第二学童クラブ：草苅 龍（施設長）、川上里佳子、原 奈津季、石坂法史 

谷戸学童クラブ：大和美恵子（施設長）、岡庭亮太、小山友里枝 

ひばりが丘ブロック 

ブロック長：川杉祐太 

北原学童クラブ：川杉祐太（兼務、施設長）、宮崎 翠、鹿野理子 

ひばりが丘第一学童クラブ：鈴木豊子（施設長）、安藤結香、花津谷翔、江原ひろみ 

ひばりが丘第二学童クラブ：林 秀和（施設長）、村中生恵、下田彩乃、伊藤真実 

 

○ 児童センター運営事業 

ひばりが丘児童センター：田島和也（センター長）、武田憲治（副センター長） 

久保 竜、鈴木春菜、渡邉ちひろ、立川 潤 

 

 

 

 

 

  



 

27 

 

■定款の変更 

代表理事、理事、監事の任期につきましては、定款第 15条を次のように変更することを提案します。 

 

 

 

 

 

 

 

変更の内容 

新 旧 

 

特定非営利活動法人  子どもアミーゴ西東京 

定款 

 

（中略） 

 

第3章 役員 

 

（中略） 

 

［任期等］ 

第15条 代表理事およびその他の理事、監事

の任期は2年とする。ただし再任を妨げない。定

期総会での選出をもって任期開始とし、任期満

了前に後任者が選出の際は、前任者の任期は

定期総会までとする。ただし、次回定期総会ま

での期間が1年を超える場合には、前任者の任

期を伸長することができる。 

（以下略） 

 

 

附 則 

この定款は、平成 30年 6月 10日から施行 

する。 

 

特定非営利活動法人 子どもアミーゴ西東京 

定款 

 

（中略） 

 

第3章 役員 

 

（中略） 

 

［任期等］ 

第15条 代表理事およびその他の理事、監事

の任期は2年とする。ただし、再任を妨げない。 

 

（以下略） 

 

変更の理由 役員交代に際して、就任承諾の手続きを理由とした不在期間の発生を避けるため。 
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■監事、評議員の選任 

2019 年度の監事、及び評議員を下記の通り選任する。 

□監事 

＜新任＞  

永井 昌史（元特定非営利活動法人子どもアミーゴ西東京代表理事） 

＜非改選＞ 

中曽根聡（元西東京市学童クラブ連絡協議会会長） 

 

＜辞任＞ 

      吉田 民＜公認会計士＞ 

 

 

□ 評議員 

＜再任＞ 

古林美香（西東京子ども放課後カフェ代表） 

嶋田文子（保護司） 

田中紀子（西東京子育てコム代表） 

豊永ひとみ（株式会社エクラアニマル代表取締役） 

西原みどり（西東京市主任児童委員） 

 真鍋五十鈴（西東京市主任児童委員） 

森分エリカ（元西東京市学童クラブ連絡協議会会長） 

吉田朋子（特定非営利活動法人ワーカーズ・コレクティブちろりん村事務局長） 

 

＜非改選＞ 

伊藤由加里（元西東京市学童クラブ連絡協議会事務局長） 

加々見辰也（元西東京市学童クラブ連絡協議会副会長） 

坂口和隆（特定非営利活動法人シャプラニール代表理事） 

妹尾浩也（三多摩学童保育連絡協議会会長） 

高橋ヨシヱ（元特定非営利活動法人子どもアミーゴ西東京理事） 

田崎吉則（西東京市パパクラブ代表） 

塚本将仁（有限会社プロシステム取締役） 

古谷健太（元特定非営利活動法人子どもアミーゴ西東京副代表理事） 

森本 薫（元西東京市学童クラブ連絡協議会会長） 
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＜退任＞ 

園田 安男（元ＮＰＯ法人花咲き村代表） 

＜辞任＞ 

永井昌史（元特定非営利活動法人子どもアミーゴ西東京代表理事） 

吉田 聡（元西東京市学童クラブ連絡協議会会長） 

       

 

 

□ 代表理事 

＜非改選＞ 

田中 誠（元西東京市学童クラブ連絡協議会会長） 

 

□ 理事 

＜非改選＞ 

安藤耕司（遊び創造集団たのしーのひ代表） 

加藤 泰（元西東京市学童クラブ連絡協議会会長） 

照沼育美（元西東京市学童クラブ連絡協議会会長） 

 星ゆかり（元西東京市学童クラブ連絡協議会副会長、保育士） 

湊谷智孝（元西東京市学童クラブ連絡協議会副会長） 

松本 毅（元西東京市学童クラブ連絡協議会会長） 
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特定非営利活動法人子どもアミーゴ西東京
（％）

2018年度予算 2018年度決算案 予算比

Ⅰ　経常収益

１　受取会費 220,000 204,000 93

220,000 204,000

842,000 753,200 89

642,000 569,200 89

200,000 134,000 67

指定寄付（職員研修等） 50,000

３　受取助成金等 430,000 218,500 0

助成金 350,000 150,000

補助金 80,000 68,500

４　事業収益 216,800,000 216,449,092 100

2,100,000 1,673,476 80

214,700,000 214,775,616 100

５　その他収益 40,000 12,513 31

受取利息 0 573

雑収益 40,000 11,940 30

経常収益計 218,332,000 217,637,305 100

Ⅱ　経常費用

１　事業費

(1)人件費 194,560,000 176,504,811 91

給料手当 118,460,000 118,294,264 100

臨時給与手当 49,000,000 33,906,279 69

中退共掛金 1,980,000 1,500,000 76

福利厚生費 1,110,000 1,152,535 104

法定福利費 19,000,000 17,947,408 94

旅費交通費 5,010,000 3,704,325 74

22,069,500 21,191,185 96

事業費運営費 13,672,000 11,824,703 86

1,460,000 1,590,663 109

12,212,000 10,234,040 84

会議費 80,000 15,800 20

広報費 660,000 786,565 119

印刷製本費 120,000 120,000 100

修繕費 150,000 7,560 5

通信運搬費 1,300,000 1,166,989 90

備品消耗品費 700,000 3,423,333 489

事務消耗品費 255,000 136,506 54

地代家賃 2,440,500 2,034,900 83

保険料 930,000 740,370 80

諸会費 70,000 12,600 18

研修費 680,000 577,825 85

支払手数料 320,000 311,394 97

雑費（その他経費） 692,000 32,640 5

216,629,500 197,695,996 91

２　管理費

(1)人件費 370,000 360,000 97

給料手当 360,000 360,000 100

旅費交通費 10,000 0 0

1,242,000 1,510,397 122

印刷製本費 20,000 0 0

広報費 60,000 0 0

会議費 50,000 5,827 12

消耗品費 130,000 256,809 198

水道光熱費 142,000 158,305 111

通信運搬費 200,000 164,012 82

地代家賃 120,000 107,100 89

諸会費 20,000 10,000 50

租税公課 3,300

研修費

支払手数料 150,000 452,044 301

外注事務費 300,000 351,000 117

雑費 50,000 2,000 4

1,612,000 1,870,397 116

218,241,500 199,566,393 91

税引前当期正味財産増減額 90,500 18,070,912 19,968

法人税、住民税及び事業税 70,000 5,049,000 7,213

当期正味財産増減額 20,500 13,021,912 63,522

前期繰越正味財産額 11,505,473 19,320,974 168

　　次期繰越収支差額次期繰越正味財産額 11,525,973 32,342,886 281

　　　　　放課後健全育成事業

事業費計

(2)その他経費

管理費計

経常費用計

　　子育て支援（子ども支え合い）事業

　　一般寄付

　　　　　子育て支援（子ども支え合い）事業収益

　　　　　放課後健全育成（学童・センター）事業収益

(2)その他経費

　　　　　子ども支え合い事業（子育て支援事業）

　2018年度　活動計算書

科 目

　　正会員

２　受取寄附金
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[税込]（単位：円）

2019年 3月31日 現在

科　　目 金　額 科　　目 金　額
 【流動資産】  【流動負債】
  （現金・預金）   未  払  金 7,981,075 
   現      金 942,904   預  り  金 3,813,394 
  普通預金三菱UFJ東松原 1,974,834 　未払い法人税等 5,049,000 
   普通預金三菱UFJ田無 6,631,944    流動負債  計 16,843,469 
   普通預金ゆうちょ銀行 504,370  【固定負債】
   普通預金楽天銀行 37,449,165   退職給付引当金 470,000 
    現金・預金 計 47,503,217    固定負債  計 470,000 
  （売上債権） 負債の部合計 17,313,469 
　 未収金
    売上債権 計 0 
  （その他流動資産）  【正味財産】
   前払  費用 1,243,138   正味  財産 32,342,886 
   仮　払　金 60,000   (うち当期正味財産増加額) 13,021,912 
    その他流動資産  計 1,303,138    正味財産  計 32,342,886 
     流動資産合計 48,806,355 正味財産の部合計 32,342,886 
 【固定資産】
  （投資その他の資産）
   敷      金 850,000 
    投資その他の資産  計 850,000 
     固定資産合計 850,000 

資産の部合計 49,656,355 負債・正味財産の部合計 49,656,355 

2019年 3月31日 現在

  【流動資産】
    （現金・預金）
      現      金 942,904 
      普通預金三菱UFJ東松原 1,974,834 
      普通預金三菱UFJ田無 6,631,944 
      普通預金ゆうちょ銀行 504,370 
      普通預金楽天銀行 37,449,165 
        現金・預金 計 47,503,217 
    （売上債権）
      未  収  金 0 
        売上債権 計 0 
    （その他流動資産）
      前払  費用 1,243,138
      仮　払  金 60,000 
        その他流動資産  計 1,303,138 
          流動資産合計 48,806,355 
  【固定資産】
    （投資その他の資産）
      敷      金 850,000 
        投資その他の資産  計 850,000 
          固定資産合計 850,000 
            資産の部  合計 49,656,355 

  【流動負債】
    未  払  金 7,981,075 
    預  り  金 3,813,394 
      社会保険料 (2,698,954)
      雇用保険料 (0)
      源泉所得税 (772,940)
      住　民　税 (341,500)
　　未払法人税等 5,049,000 
      流動負債  計 16,843,469 
  【固定負債】
    退職給付引当金 470,000 
      固定負債  計 470,000 
        負債の部  合計 17,313,469 

        正味財産 32,342,886 

特定非営利活動に係る事業会計財産目録

《資産の部》

《負債の部》

特定非営利活動法人子どもアミーゴ西東京
特定非営利活動に係る事業会計貸借対照表

資　産　の　部 負　債　・　正　味　財　産　の　部

正　味　財　産　の　部
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注記2

     2018年度損益計算書

【経常収入】
正会員会費収入 0 0 204,000 204,000
寄付金収入 50,000 569,200 134,000 753,200
助成金収入 0 150,000 0 150,000
補助金収入 0 0 68,500 68,500
事業  収入 8,000 1,673,476 0 1,681,476
放課後健全育成事業委託金収入 214,767,616 0 0 214,767,616
雑　収　入 0 0 11,940 11,940
受取利息収入 0 0 573 573
経常収入  計 214,825,616 2,392,676 419,013 217,637,305
【事業費】
人件費
　給料　手当 117,397,264 897,000 0 118,294,264
　臨時給与手当 33,906,279 0 0 33,906,279
　中退共掛金 1,500,000 0 0 1,500,000
　福利厚生費 1,152,535 0 0 1,152,535
　法定福利費 17,947,408 0 0 17,947,408
　旅費交通費 3,704,325 0 0 3,704,325
人件費計 175,607,811 897,000 0 176,504,811
その他事業費
　事業支出 541,832 1,590,663 0 2,132,495
　事業運営費（間食） 6,086,872 0 0 6,086,872
　事業運営費（運営費） 3,605,336 0 0 3,605,336
　会　議　費 15,800 0 0 15,800
　広告宣伝費 786,565 0 0 786,565
　印刷　経費 120,000 0 0 120,000
　修　繕　費 7,560 0 0 7,560
　通　信　費 1,157,175 9,814 1,166,989
　備品消耗品費 3,420,938 2,395 0 3,423,333
　事務用消耗品費 136,506 0 0 136,506
　地代　家賃 2,034,900 0 0 2,034,900
　保　険　料 704,420 35,950 0 740,370
　諸　会　費 12,600 0 0 12,600
　研　修　費 577,825 0 0 577,825
　支払手数料 311,394 0 0 311,394
　雑　費 32,640 0 0 32,640
その他事業費計 19,552,363 1,638,822 0 21,191,185
合  計 195,160,174 2,535,822 0 197,695,996
【管理費】
人件費
　給料  手当 0 0 360,000 360,000
　旅費交通費 0 0 0 0
人件費計 0 0 360,000 360,000
その他経費
　会　議　費 0 0 5,827 5,827
　印刷経費 0 0 0
　広告宣伝費 0 0
　事務用消耗品費 0 0 93,954 93,954
　備品消耗品費 0 0 162,855
　水道光熱費 0 0 158,305 158,305
　通  信  費 0 0 164,012 164,012
　地代  家賃 0 0 107,100 107,100
　租税　公課 0 0 3,300 3,300
　諸  会  費 0 0 10,000 10,000
　支払手数料 0 0 452,044 452,044
　外注事務費 0 0 351,000 351,000
　雑      費 0 0 2,000 2,000
その他経費計 0 0 1,510,397 1,510,397
管理費  計 0 0 1,870,397 1,870,397
事業費管理費合計 195,160,174 2,535,822 1,870,397 199,566,393
税引前当期正味財産 19,665,442 -143,146 -1,451,384 18,070,912
法人税・住民税 4,982,151 66,849 0 5,049,000
当期正味財産増減額 14,683,291 -209,995 -1,451,384 13,021,912
前期繰越正味財産額 18,362,442 958,532 0 19,320,974
当期正味財産合計 33,045,733 748,537 -1,451,384 32,342,886

放課後健全育
成事業合計

子育て支援
（子ども支え合い）

事業

管理費
合計

合計
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[税込]（単位：円）

  Ⅰ.経常収益

    1．受取会費
    　　正会員収入 200,000 200,000
    2．受取寄付金
　　　　子育て支援事業 1,070,000 
　　　　一般寄付 100,000 
　　　　指定寄付 1,170,000
    3．受取助成金等
　　　 助成金 150,000 
   　  補助金 68,500 218,500
    4．事業収益
  　　 放課後健全育成事業収入   　 205,616,514 
       子ども支え合い事業収入 1,730,000 207,346,514
    5．その他収益
　　　 受取利息 0 
　　　 雑収入 10,000 10,000
　　経常収益計 208,945,014

    1.事業費
　　　（１）人件費
　　　　　　給与手当（放課後健全育成事業） 116,000,000 
　　　　　　給与手当（子ども支え合い事業） 1,000,000 
　　　　　　臨時給与手当 43,600,000 
　　　　　　退職金給与費用　 1,800,000 
　　　　　　福利厚生費 1,230,000 
　　　　　　法定福利費 19,800,000 
　　　　　　旅費交通費 3,820,000 
　　　　　　人件費計 187,250,000 

　　　（２）その他経費
　　　　　　事業運営費
　　　　　　　子ども支え合い事業　 1,670,000 
　　　　　　　放課後健全育成事業（間食費・運営費） 9,887,000 
　　　　　　会議費 20,000 
　　　　　　広報費 1,000,000 
　　　　　　印刷製本費 100,000 
　　　　　　修繕費 100,000 
　　　　　　通信運搬費 1,210,000 
　　　　　　備品消耗品費 3,303,000 
　　　　　　事務消耗品費 150,000 
　　　　　　地代家賃 2,034,900 
　　　　　　保険料 758,000 
　　　　　　諸会費 25,000 
　　　　　　研修費 750,000 
　　　　　　支払手数料 300,000 
　　　　　　雑費 30,000 
　　　　　　その他経費計 21,337,900 
　　　　事業費計 208,587,900
    1.管理費
　　　（１）人件費
　　　　　　給与手当 360,000 
　　　　　　旅費交通費 0 
　　　　　　人件費計 360,000 
　　　（２）その他経費
　　　　　　会議費 10,000 
　　　　　　広報費 0 
　　　　　　印刷製本費 0 
　　　　　　修繕費 500,000 
　　　　　　水道光熱費 160,000 
　　　　　　通信運搬費 170,000 
　　　　　　事務消耗品費 150,000 
　　　　　　地代家賃 110,000 
　　　　　　諸会費 10,000 
　　　　　　租税公課 0 
　　　　　　研修費 0 
　　　　　　外注事務費 660,000 
　　　　　　支払手数料 450,000 
　　　　　　雑費 10,000 
　　　　　　その他経費計 2,230,000 
　　　　管理費計 2,590,000
　　　　経常経費計 211,177,900

    1.法人税、住民税及び事業税 70,000
70,000

　　　　当期正味財産増減額 △ 2,302,886
　　　　前期繰越正味財産額 32,342,886
　　　　次期繰越正味財産額 30,040,000

2019年度活動予算
特定非営利活動法人　子どもアミーゴ西東京

2019年4月1日から2020年3月31日

　Ⅱ.経常費用

　Ⅲ.経常外費用


